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1，は じめ に

　季 節 内 変 動 に 伴 うス
ー パ ー ク ラ ウ ド ク ラ ス タ

（SCC ）は ， 東イ ン ド洋 か ら西太 平洋 へ の 移動 の 際 ，
イ

ン ドネ シ ア海洋大陸 の 地形 に強 く影響を受ける こ と

が知 られ て い る （例 えば 、Nitta　et 　al ．，1992 ）．しか し

な が ら，海洋大 陸で の SCC の 実態や，それ と日変化

特性 を持 っ 対流 シ ス テ ム との 相互 作用等 に つ い て は，
こ れ ま で の 気象衛星 を 中心 と し た 研究で は まだ 明 ら

か に され て い な い ，

　本研 究 で は，GMS ・IR デー
タ と西 ス マ トラ の コ ト

タバ ン （KT ）に設置 され た降雨 レ
ーダー

， 赤道大 気 レ

ーダー（EAR ），境界層 レ ーダ ー（BLR ）デ
ー

タ を 用 い

て ， 2002 年 11 月に海洋大陸 に現れた SCC に着 目

し， 表 1に示 すよ うな SCC 内の 様 々 なス ケール の 対

流 シ ス テ ム の 特 徴に っ い て 調 べ た ．

2．　　 内 ’　に
”

嚢 シ ス テ ム

　解析期間の 2002 年 11 月 1−25 日に は ， 季節内変

動 に伴 う2 つ の SCCs が イ ン ド洋か ら海洋大陸に現

れ た．それ らの 内部で は，Nakazawa （1988 ）で報告 さ

れ て い る よ うな い くつ か の 西 進 メ ソ α ス ケ
ー

ル 対

流シ ス テ ム （M α CSs ）が み ら れ た ．海洋大 陸 の M α

CSs は 1・2 日周 期で 現れ，そ の evolution は ス マ ト

ラ ・ カ リマ ン タ ン の 地形 に依存 して い た．

3 ス マ トラ の M α CS の 造

こ こ で は、西進 M α CS の
一

例 と して 11 月 10 日に

カ リマ ン タ ン 西部で 形成 され，ス マ トラ を横断す る雲

シ ス テ ム を取 り扱 う，ス マ トラで の M α CS の 内部に

は ，複数 の メ ソ β対流 シ ス テ ム （M βCSs）が存在 した

（図 1）．M α CS の 移動 と構造 は，以 下 の よ うな M β

CSs の evolution に 関 係 し て い た ，　 M β CSs は

11・19LST に ス マ トラ の 東海岸付近で 次 々 と形成 され ，

西進 した．先頭 の M βCS が ス マ ト ラ の 西海岸 に 到着

と同時に，そ こ で は背 の 低 い 雲 シ ス テ ム が現れ た．そ

の 後，そ の 雲シ ス テ ム は西 ス マ トラ の 山脈付 近 ま で 広

が り， 後続の M βCSs と合流 し発達 し た．

4．西 ス マ 　
ー

で の M 　・ CSs の
’

西 ス マ トラで の M α CS 内 で は，降雨 レ
ーダー

観測 に

よ っ て ， 西海岸 の 雲シ ス テ ム に 関係 し た東進 M βCS
と複数 の 西 進 M βCSs が 10 日 11・19LST と 19LSTL　II

日 2LST の 時間帯に それぞ れ観測 され た （図 2）．東進

M βCS の 移動 は，　BLR に よ っ て観測 され た局地 循環

の
一

部 と し て 考え られ る 下層西 風 の 出現 と関係 して

い た ，ま たそ の M βCS の 構造は，東西方向に 並 ん だ

複数 の メ ソ γ ス ケ
ー

ル 対 流 シ ス テ ム （M 　v 　CSs ）か ら構

成 され て い た．EAR ・BLR 観測 に よっ て ，M γ CSs は，

M βCS の 東側か ら順 に発生期，発達期，成熟期，消滅

期 の 特徴を持つ 鉛 直構造 を示 し て い た（図 3），

謝辞 ： 本 研 究は，文 部 科学省 科学 研 究費 特定領 域研 究 の サ ポートに よ

っ て 行わ れ た．解析 に 用 い た GMS データ は，高知 大学 気象 頁 よ りダ

ウン ロ
ードし た もの を使用 し た．

表 1： 多種 ス ケール 対流シ ス テ ム

対 流 シ ス テ ム 水平 ス ケ ー
ル 時 間ス ケ ー

ル

SCC 2，000・4，000km 6・10 日

M α CS 200 ・400km 1・2 日

M βCS 40・100k皿 3・6 時間

M γ CS く 10km ＜ 1 時間

図 1：2002 年 11月 10 日 11・23LST の

M α CS の 移動 と構 造，11LST 図 の 影

エ リア は 500m 以 上の 高地 で あ る．
＋印 は Kr の 場 所 を示 す，
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図 2： 西 ス マ トラで 観 測

され た 降水 シ ス テ ム の 東

西移動．矢印は，東 進 M β

CS を示 す，
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図 3：a）M γ CSs の エ コ

ー
強 度と b）東西 風成 分 と鉛 直流 の 時 間 ・
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